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2026 年 11 月 13 日 
 

-「大阪および大阪・道修町（どしょうまち）に関する調査 2026」を実施- 
道修町を「知らない」は前年から減少、一部の認知項目に回復の兆し 

「道修町」を正しく読める人は前年とほぼ横ばいの 23.0% 
 
田辺ファーマ株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役 CEO：原田明久、以下「田辺フ

ァーマ」）は、1678年創業の日本で最も歴史ある製薬企業の一つで、本社を構える大阪・道
修町 （どしょうまち）は、江戸時代から続く「くすりの町」として知られています。 
田辺ファーマは、地域活性化の一環として、11月 22日、23日に道修町の少彦名神社で開

催される神農祭にあわせ、2016年から大阪や道修町に関する認知度調査を実施しています。 
11年目となる今年の調査でも、道修町の認知には引き続き課題が見られた一方、一部の認

知項目で回復の兆しも見られました。また、年代や大阪との関わりの有無によって、認知に
大きな差があることも明らかになりました。 
 
【調査結果のポイント】 
 「道修町」を「どしょうまち」と正しく読めた人は 23.0％で、前年（23.3％）とほぼ横ば

い。調査開始時の 2016年（29.4％）からは 6.4ポイント低下。 
 道修町について「知っていることはない」は 62.7％と、前年（64.4％）から 1.7ポイント

回復。場所や「くすりの町」としての特徴など一部の認知項目で回復の兆し。 
 

 
１．「以下の大阪の地名に読みがなをつけてください」の問いのうち道修町の正答率            
道修町を「どしょうまち」と正しく読めた方は 23.0%で、昨年に引き続き低水準で推移しま

した。年代別では 20代 5.3％、30代
8.2％、40代 22.6％、50代 30.8％、
60代 48.1％となり、若年層ほど正答
率が低い傾向が続いています。 
また、居住・通勤・通学等で大阪

市とかかわりがある人の正答率は
32.4％（それ以外 10.5％）、大阪市を
含む大阪府全体では 28.6％（同
5.9％）で、大阪とのかかわりの有無
で認知に大きな差が見られました。 

［調査概要］ 調査名：「大阪の地域特色に関する調査」 
調査対象：大阪府を主とする近畿圏在住の 20～69 歳の男女 1039 名（性別・年代で均等割り付け） 
調査日：2026年 10月 30 日～10 月 31 日     調査方法：インターネット調査 
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２．「大阪・道修町について知っていることをお選びください」への回答（複数回答可）    
道修町について「知っていることはない」と回答した人は 62.7％となり、4年連続で上昇傾

向にあった 2025年から 1.7ポイント回復しました。また、「今も医薬品関連企業が多数集まっ
ている」などその他複数の項目でも前年を上回り、認知に一部回復の兆しが見られました。 

 一方、「江戸時代より『くすりの町』として知られている」は 20代 8.2％に対し 60代 40.4％、
「今も医薬品関連企業が多数集まっている」は同 9.7％に対し 44.7％と、世代間で大きな差が
見られました。また、「知っていることはない」は大阪市と関わりがある人では 48.8％、それ
以外では 81.0％となり、大阪との関わりによる認知の差も鮮明となりました。 

 
 
３．大阪の代表的な産業（紡績、商社、製薬、家電、洋酒、町工場）に対する認知の割合      
製薬業を大阪の代表的な産業と認識する割合は 52.0％で、昨年より 3.2ポイント回復しまし

た。一方、20代では 39.6％で、60代の 68.3％と大きな差が見られ、年代が下がるほど認知率
が低い傾向が見られました。また、大阪市と関わりがある人では 61.3％と、それ以外の 39.6％
を大きく上回り、年代や大阪とのかかわりの有無によって認知に大きな差が見られました。 
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田辺ファーマは、これらの調査結果を踏まえ、道修町の認知向上と地域活性化に取り組んで
いきます。今年の神農祭では、特に認知に課題が見られた若年層に向けた企画を展開し、道修
町の歴史や文化、その魅力を発信していきます。 

 
 

【神農祭 開催イベント】 
1. 田辺ファーマのキャラクター・たなみん 10周年記念プリントシート機体験 
 日時：11月 22日（日）10:00～15:00 

11月 23日（月・祝）10:00～16:00 
※整理券の配布は両日とも、午前分 9:45～、午後分 12:45～開始  
（先着順。整理券はなくなり次第配布終了） 

 場所：田辺ファーマ本社前公開空地（大阪市中央区道修町 3-2-10） 
 内容：田辺ファーマのキャラクター・たなみんの 10 周年を記念

して、神農祭限定プリントシートを実施。ここでしか撮れないた
なみんとのプリントシートを記念にお持ち帰りいただけます。
（参加費無料） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

たなみん 10周年記念 神農祭限定プリントシートの背景デザイン（例） 
 

 
2. 第 19回「道修町たなみん寄席」 
 日時：11月 22日（日）17:00～19:15（受付 16:15～） 
 場所：田辺ファーマ本社 3階（大阪市中央区道修町 3-2-10） 
 テーマ：「笑いは百薬、噺は妙薬」 
 内容：薬の神様の例大祭・神農祭にちなみ、薬や病にまつわ

る落語 3 席のほか、豊臣秀吉をはじめ戦国武将が抱えてい
た病をひもとき歴史の謎に迫る講演や、出演者による対談。 

 申し込み：道修町たなみん寄席WEBサイト 
https://www.tanamin-yose.net/ 

  
 
 
 

https://www.tanamin-yose.net/
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3. 田辺ファーマのキャラクター・たなみん撮影会 
 日時：2026年 11月 23日（月・祝）10:00～16:00 
 場所：田辺ファーマ本社前公開空地（大阪市中央区道修町 3-2-10） 
 内容：田辺ファーマのキャラクター・たなみんとの撮影会（参加費無料）。撮影用にたなみ

んの法被などをご用意。参加者にはたなみんシールをプレゼント。 
 
 
4. くすりのキャラクターイベント 
 日時：2026年 11月 22日（日）、23日（月・祝） 両日とも 10:00～15:30 
 場所：11月 22日（日） 道修町通（大阪市中央区道修町２丁目～３丁目間） 

11月 23日（月・祝） 田辺ファーマ本社前公開空地（大阪市中央区道修町 3-2-10） 
 内容：当社「たなみん」やくすりのキャラクターの計 16

体が出演。パレードや PRステージ、撮影会を実施。 
※ 内容は当日の状況や天候によって変更することがあり
ます。 
※ 取材ご希望のメディアの方は、事前にお申し込みいた
だくか、識別できるよう腕章などを着用ください。撮影ポ
ジション確保のため、一般の方にご協力いただけるようア
ナウンスします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 田辺ファーマについて 
田辺ファーマ株式会社は、「病と向き合うすべての人に、希望ある選択肢を。」をMISSIONに
掲げ、日本を事業基盤とする製薬企業です。1678 年の創業以来、340 年以上にわたり培って
きた知見と信頼を礎に、R&D、事業開発および戦略的パートナーシップを通じて、アンメッ
ト・メディカル・ニーズに応える革新的な医薬品を創出し、患者さんのより良い未来に貢献す
ることをめざしています。 
詳細は、https://www.tanabe-pharma.com/をご覧ください。 

https://www.tanabe-pharma.com/

